
●
突
然
の
亡
命

　

一
九
九
五
年
八
月
七
日
の
深
夜
、
イ

ラ
ク
の
首
都
バ
グ
ダ
ー
ド
か
ら
隣
国
ヨ

ル
ダ
ン
へ
と
続
く
砂
漠
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ

を
通
っ
て
、
イ
ラ
ク
政
府
高
官
と
そ
の

家
族
一
五
名
が
、
ヨ
ル
ダ
ン
へ
亡
命
し

た
。
こ
れ
は
、
イ
ラ
ク
と
ヨ
ル
ダ
ン
の

両
政
府
に
と
っ
て
突
然
の
出
来
事
で

あ
っ
た
。

　

男
の
名
は
フ
セ
イ
ン
・
カ
ー
ミ
ル
・

マ
ジ
ー
ド
。
イ
ラ
ク
陸
軍
大
将
で
、
石

油
相
も
兼
任
し
て
い
た
彼
は
、
サ
ッ

ダ
ー
ム
・
フ
セ
イ
ン
大
統
領
の
娘
婿
と

し
て
イ
ラ
ク
の
軍
事
産
業
を
統
括
し
、

精
鋭
部
隊
で
あ
る
共
和
国
防
衛
隊
の
司

令
官
も
務
め
た
。
国
軍
と
特
殊
部
隊
を

指
揮
し
、
大
統
領
の
寵
愛
を
受
け
て
き

た
カ
ー
ミ
ル
は
、
湾
岸
戦
争
後
に
は
石

油
省
を
も
そ
の
支
配
下
に
お
き
、
絶
大

な
権
力
を
掌
握
し
た
の
で
あ
る
。
一
九

九
〇
年
代
の
イ
ラ
ク
に
お
い
て
、
カ
ー

ミ
ル
は
間
違
い
な
く
ト
ッ
プ
三
に
入
る

権
力
者
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
彼
が
、
突
如
と
し
て
亡
命
し
た

の
だ
。
し
か
も
、
フ
セ
イ
ン
大
統
領
の

実
の
娘
と
政
府
高
官
を
引
き
連
れ
て
。

こ
の
亡
命
は
イ
ラ
ク
政
府
を
震
撼
さ
せ

た
。

　

と
い
う
の
も
、
大
統
領
の
娘
や
孫
が

亡
命
し
た
と
い
う
事
実
に
加
え
て
、

カ
ー
ミ
ル
が
イ
ラ
ク
政
府
に
よ
る
大
量

破
壊
兵
器
の
開
発
に
か
か
わ
る
国
家
機

密
を
す
べ
て
握
っ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。湾
岸
戦
争
後
、経
済
制
裁
下
に
あ
っ

た
当
時
の
イ
ラ
ク
で
は
、
国
連
特
別
委

員
会
（
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）
の
査
察
が
行

わ
れ
て
お
り
、
カ
ー
ミ
ル
が
亡
命
先
の

ヨ
ル
ダ
ン
で
大
量
破
壊
兵
器
の
隠
蔽
に

か
か
わ
る
機
密
を
暴
露
す
る
こ
と
を
恐

れ
た
の
で
あ
る
。

　

カ
ー
ミ
ル
は
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に
ヨ

ル
ダ
ン
に
亡
命
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
で
は
そ
の
理
由
を
探
る
と
と
も

に
、
亡
命
後
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行

い
、
そ
し
て
亡
命
が
な
ぜ
失
敗
し
た
の

か
を
考
え
た
い
。
ま
た
、
亡
命
の
分
析

を
通
し
て
、
フ
セ
イ
ン
政
権
の
支
配
メ

カ
ニ
ズ
ム
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
も
議
論
の

俎
上
に
挙
げ
た
い
。

●
親
族
の
支
配
と
カ
ー
ミ
ル
の
台
頭

　

は
じ
め
に
、
カ
ー
ミ
ル
の
権
力
基
盤

を
瞥
見
し
て
み
よ
う
。
一
九
五
六
年
に

イ
ラ
ク
北
西
部
の
テ
ィ
ク
リ
ー
ト
に
あ

る
寒
村
で
生
ま
れ
た
カ
ー
ミ
ル
は
、
一

九
七
七
年
、
当
時
副
大
統
領
で
あ
っ
た

フ
セ
イ
ン
の
従
兄
弟
で
、
カ
ー
ミ
ル
の

叔
父
に
あ
た
る
バ
ル
ザ
ー
ン
・
イ
ブ

ラ
ー
ヒ
ー
ム
を
頼
っ
て
バ
グ
ダ
ー
ド
に

上
京
し
た
。
バ
ル
ザ
ー
ン
は
当
時
、
ム

ハ
ー
バ
ラ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
秘
密
警
察

の
長
官
で
あ
っ
た
。
カ
ー
ミ
ル
は
叔
父

の
も
と
で
諜
報
活
動
を
行
う
よ
う
に

な
っ
た
。

　

一
九
七
九
年
に
フ
セ
イ
ン
が
大
統
領

に
就
任
す
る
と
、
カ
ー
ミ
ル
は
出
世
街

道
を
直
走
る
こ
と
に
な
っ
た
。
陸
軍
大

尉
に
昇
進
し
、
大
統
領
護
衛
部
隊
の
長

官
に
任
命
さ
れ
た
カ
ー
ミ
ル
は
、
一
九

八
三
年
に
大
統
領
の
長
女
ラ
ガ
ド
と
結

婚
し
、
五
人
の
子
供
を
も
う
け
た
。
弟

の
サ
ッ
ダ
ー
ム
・
カ
ー
ミ
ル
も
大
統
領

の
次
女
リ
ー
ナ
と
結
婚
し
た
。

　

フ
セ
イ
ン
大
統
領
の
娘
婿
に
な
っ
た

カ
ー
ミ
ル
は
、
一
九
八
七
年
に
軍
事
産

業
を
統
括
す
る
軍
事
産
業
委
員
会
の
委

員
長
に
起
用
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
大
統

領
護
衛
部
隊
を
イ
ラ
ク
最
強
の
精
鋭
部

隊
と
名
高
い
共
和
国
防
衛
隊
に
再
編

し
、
司
令
官
に
就
任
し
た
。
そ
の
後
、

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
中
に
軍
事
産
業

を
発
展
さ
せ
た
功
績
が
評
価
さ
れ
、

カ
ー
ミ
ル
率
い
る
軍
事
産
業
委
員
会
は

工
業
兼
軍
事
産
業
省
に
昇
格
し
た
。
こ

う
し
て
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
大

量
破
壊
兵
器
の
開
発
を
中
心
と
し
た
軍

事
産
業
は
、
カ
ー
ミ
ル
の
支
配
下
に
お

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
に
は
、
国
連
の
経
済

制
裁
と
「
食
糧
の
た
め
の
石
油
輸
出
」

計
画
の
も
と
で
、
カ
ー
ミ
ル
は
石
油
相

と
い
う
新
た
な
基
盤
を
獲
得
し
た
。
さ

ら
に
経
済
制
裁
下
で
は
、
石
油
の
密
輸

や
支
援
物
資
の
横
流
し
な
ど
を
行
う
新

興
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
台
頭
し
た
が
、

カ
ー
ミ
ル
は
そ
れ
を
束
ね
る
役
割
を
果

特 集

政
権
を
安
定
さ
せ
た
亡
命

政
権
を
安
定
さ
せ
た
亡
命

│ 

一
九
九
〇
年
代
イ
ラ
ク
の
体
制
内
抗
争
と

一
九
九
〇
年
代
イ
ラ
ク
の
体
制
内
抗
争
と

支
配
の
制
度
化

支
配
の
制
度
化 

│

亡命する
政治指導者たち

山
尾　

大
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た
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
軍
事
産
業
と
特
殊
部
隊

を
基
盤
に
、
闇
経
済
を
も
支
配
下
に
お

く
よ
う
に
な
っ
た
カ
ー
ミ
ル
は
、
兵
器

の
開
発
や
密
売
、
石
油
の
密
輸
か
ら
莫

大
な
資
産
を
獲
得
し
、
大
統
領
の
親
族

と
い
う
地
位
を
利
用
し
て
絶
大
な
権
力

を
恣

ほ
し
い
ま
まに
し
た
。
一
時
は
フ
セ
イ
ン
大

統
領
の
後
継
者
と
も
噂
さ
れ
た
。

　

カ
ー
ミ
ル
の
台
頭
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、
フ
セ
イ
ン
政
権
は
一
九
九
〇
年

代
半
ば
に
か
け
て
、
親
族
を
政
権
の
重

要
ポ
ス
ト
に
登
用
す
る
こ
と
で
、
支
配

を
強
化
し
て
き
た
。

　

そ
れ
に
は
も
ち
ろ
ん
理
由
が
あ
っ

た
。
と
い
う
の
も
、
八
年
間
に
及
ぶ
イ

ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
、
一
九
九
〇
年
の

湾
岸
危
機
、
翌
年
の
湾
岸
戦
争
で
国
が

疲
弊
し
た
と
こ
ろ
に
、「
三
月
蜂
起
」

と
呼
ば
れ
る
反
体
制
暴
動
が
起
こ
り
、

体
制
が
極
度
に
不
安
定
化
し
た
か
ら
で

あ
る
。
国
外
で
は
亡
命
反
体
制
諸
派
が

欧
米
諸
国
と
協
力
体
制
を
構
築
し
て
フ

セ
イ
ン
政
権
の
打
倒
を
は
か
っ
て
い

た
。そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
の
が
、

一
九
九
五
年
五
月
に
発
生
し
た
部
族
の

反
乱
で
あ
っ
た
。
共
和
国
防
衛
隊
の
高

級
将
校
を
輩
出
し
て
き
た
ド
ゥ
ラ
イ
ム

部
族
が
、
フ
セ
イ
ン
政
権
に
反
旗
を
翻

し
た
の
だ
。
ド
ゥ
ラ
イ
ム
部
族
の
反
乱

は
、
ジ
ュ
ブ
ー
リ
ー
や
シ
ャ
ン
マ
ル
な

ど
の
他
の
有
力
部
族
の
反
乱
を
も
、
も

た
ら
し
た
（
参
考
文
献
⑤
）。
こ
う
し

た
国
内
の
大
き
な
混
乱
に
直
面
し
た
フ

セ
イ
ン
政
権
は
、
親
族
を
政
権
の
中
枢

に
登
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
権
の

基
盤
を
固
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
政
府
高
官
に
起
用
さ
れ

た
親
族
は
、
概
ね
三
つ
の
勢
力
に
分
け

ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
フ
セ
イ
ン
大
統
領
の
母
方

の
義
理
の
従
兄
弟
に
当
た
る
イ
ブ
ラ
ー

ヒ
ー
ム
家
で
あ
る
。
長
年
秘
密
警
察
の

長
官
を
務
め
た
バ
ル
ザ
ー
ン
、「
三
月

蜂
起
」
で
南
部
の
弾
圧
を
指
揮
し
た
サ

ブ
ア
ー
ウ
ィ
ー
秘
密
警
察
長
官
、
彼
ら

の
弟
で
大
統
領
側
近
の
ワ
ト
バ
ー
ン
内

相
ら
が
有
名
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
フ
セ
イ
ン
大
統
領
の
父
方

の
従
兄
弟
に
当
た
る
マ
ジ
ー
ド
家
で
あ

る
。
一
九
八
八
年
に
毒
ガ
ス
を
も
ち
い

て
ク
ル
ド
人
の
反
乱
を
弾
圧
し
た
ア

リ
ー
・
ハ
サ
ン
国
防
相
が
そ
の
筆
頭
だ
。

こ
れ
以
降
、
ケ
ミ
カ
ル
・
ア
リ
ー
と
し

て
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
彼
は
、「
三

月
蜂
起
」
で
は
共
和
国
防
衛
隊
を
率
い

て
北
部
の
反
乱
軍
を
弾
圧
し
た
。
本
稿

の
主
人
公
、
カ
ー
ミ
ル
も
マ
ジ
ー
ド
家

の
一
員
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
長
男
ウ
ダ
イ
と
次
男
ク
サ

イ
と
い
う
、
大
統
領
の
二
人
の
息
子
で

あ
る
。

● 

な
ぜ
亡
命
し
た
の
か
、

な
ぜ
ヨ
ル
ダ
ン
な
の
か
？

　

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
勢
力

間
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
は
、
次
第
に
崩

壊
に
向
か
っ
た
。
大
統
領
の
息
子
、
と

く
に
一
九
六
四
年
生
ま
れ
の
長
男
ウ
ダ

イ
が
、
こ
の
時
期
に
権
力
を
拡
大
し
て

い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ウ
ダ
イ
は
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
委
員
長
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
界
を
、『
バ
ー
ビ
ル
』紙
や『
シ
ャ

バ
ー
ブ
・
テ
レ
ビ
』
の
主
幹
と
し
て
メ

デ
ィ
ア
界
を
、
そ
れ
ぞ
れ
支
配
し
た
。

　

ウ
ダ
イ
は
、
少
年
期
か
ら
そ
の
暴
力

的
な
性
格
で
有
名
で
あ
り
、
父
の
側
近

を
殺
害
す
る
な
ど
、
様
々
な
問
題
を
起

こ
し
て
き
た
。
毎
晩
の
よ
う
に
泥
酔
し

て
は
暴
力
事
件
や
女
性
へ
の
暴
行
を
繰

り
返
す
な
ど
、
ウ
ダ
イ
の
暴
挙
に
ま
つ

わ
る
噂
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
一
般
の

国
民
に
と
っ
て
ウ
ダ
イ
は
恐
怖
と
嫌
悪

の
対
象
で
あ
り
、
父
に
と
っ
て
も
頭
痛

の
種
で
あ
っ
た
（
参
考
文
献
①
）。

　

と
も
あ
れ
、
こ
の
ウ
ダ
イ
が
、
イ
ブ

ラ
ー
ヒ
ー
ム
家
や
マ
ジ
ー
ド
家
の
人
々

を
権
力
の
座
か
ら
引
き
ず
り
下
ろ
し
、

大
統
領
の
後
継
者
と
し
て
権
力
基
盤
を

固
め
よ
う
と
し
た
の
が
、
一
九
九
〇
年

代
で
あ
っ
た
。
ウ
ダ
イ
と
対
立
し
た
政

府
高
官
は
、
暗
殺
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
手

段
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
た
。ウ
ダ
イ
は
、

『
バ
ー
ビ
ル
』
紙
の
社
説
で
ワ
ト
バ
ー

ン
内
相
や
サ
ブ
ア
ー
ウ
ィ
ー
長
官
へ
の

攻
撃
を
繰
り
返
し
た
。

　

か
く
し
て
、
両
家
に
は
次
第
に
凋
落

の
兆
し
が
見
え
隠
れ
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
一
九
九
五
年
五
月
、
ド
ゥ
ラ
イ
ム

部
族
の
反
乱
の
責
任
を
取
っ
て
ア

リ
ー
・
ハ
サ
ン
が
国
防
相
を
解
任
さ
れ
、

六
月
に
は
ワ
ト
バ
ー
ン
が
内
相
を
解
任

さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
親
族
の
な
か
で
唯

一
政
府
高
官
に
留
ま
っ
て
い
た
の
は
、

カ
ー
ミ
ル
で
あ
っ
た
。
当
然
、
ウ
ダ
イ

は
カ
ー
ミ
ル
の
支
配
す
る
軍
事
産
業
に

も
目
を
付
け
て
い
た
。
カ
ー
ミ
ル
は
当

時
、
東
欧
の
企
業
と
武
器
購
入
の
契
約

を
進
め
て
い
た
が
、
ウ
ダ
イ
は
そ
れ
に

割
っ
て
入
り
、
軍
事
産
業
を
乗
っ
取
ろ

う
と
し
た
（
参
考
文
献
①
）。
親
族
の

メ
ン
バ
ー
が
次
々
と
ウ
ダ
イ
に
よ
っ
て

失
脚
さ
せ
ら
れ
る
な
か
、
次
に
ウ
ダ
イ

の
標
的
と
な
っ
た
カ
ー
ミ
ル
は
、
亡
命

を
決
意
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
判
断
が
正
し
か
っ
た
こ
と
は
、

カ
ー
ミ
ル
が
亡
命
し
た
ま
さ
に
そ
の

日
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
勝
利
の
記

念
祝
賀
会
で
泥
酔
し
た
ウ
ダ
イ
が
発
砲

し
、
ワ
ト
バ
ー
ン
の
両
足
に
重
傷
を
負

わ
せ
た
事
件
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ

た 

│ 

発
砲
理
由
は
、
ワ
ト
バ
ー
ン
の

息
子
と
ウ
ダ
イ
の
側
近
が
口
論
に
な
っ

た
こ
と
、
ワ
ト
バ
ー
ン
が
ウ
ダ
イ
の
悪
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口
を
言
っ
た
こ
と
な
ど
、
諸
説
あ
る
。

す
で
に
亡
命
の
途
に
あ
っ
た
カ
ー
ミ
ル

は
、
こ
の
惨
事
に
居
合
わ
せ
ず
に
す
ん

だ
。

　

亡
命
と
い
う
決
断
の
背
景
に
は
、
失

権
へ
の
懸
念
に
加
え
て
、
他
に
も
積
極

的
な
目
的
が
あ
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
大
量
破
壊
兵
器
に
つ
い
て

の
情
報
を
国
際
社
会
に
暴
露
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
フ
セ
イ
ン
政
権
崩
壊
後
の

イ
ラ
ク
で
復
権
を
め
ざ
す
、
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
イ
ラ
ク
で
は
、

Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
が
、
湾
岸
戦
争
停
戦
決

議
（
安
保
理
決
議
六
八
七
号
）
で
規
定

さ
れ
た
イ
ラ
ク
の
大
量
破
壊
兵
器
（
生

物
化
学
兵
器
や
ミ
サ
イ
ル
）
を
没
収
・

廃
棄
す
る
た
め
の
査
察
を
行
っ
て
い

た
。
大
量
破
壊
兵
器
の
完
全
破
棄
が
経

済
制
裁
解
除
の
条
件
と
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
（
参
考
文
献
②
）。
だ
が
、
イ

ラ
ク
政
府
は
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
査
察
を

巧
妙
に
掻
い
潜
り
、
様
々
な
兵
器
を
隠

蔽
し
て
き
た
。
一
九
八
〇
年
代
以
来
、

軍
事
産
業
を
一
手
に
担
っ
て
き
た
カ
ー

ミ
ル
は
、
こ
う
し
た
大
量
破
壊
兵
器
の

開
発
と
隠
蔽
を
め
ぐ
る
一
連
の
国
家
機

密
を
す
べ
て
握
っ
て
い
た
。
ウ
ダ
イ
の

台
頭
に
よ
っ
て
権
力
を
喪
失
す
る
前

に
、
国
際
社
会
に
機
密
情
報
を
暴
露
し

て
、
も
う
一
花
咲
か
せ
て
や
ろ
う
と
い

う
わ
け
だ
。

　

で
は
、
な
ぜ
ヨ
ル
ダ
ン
な
の
か
。
そ

れ
に
は
も
ち
ろ
ん
理
由
が
あ
っ
た
。
ヨ

ル
ダ
ン
王
室
は
、
長
ら
く
フ
セ
イ
ン
政

権
と
良
好
な
関
係
を
維
持
し
て
き
た
。

そ
れ
は
、
ヨ
ル
ダ
ン
に
と
っ
て
イ
ラ
ク

が
最
大
の
市
場
で
あ
り
、
国
内
で
フ
セ

イ
ン
大
統
領
の
人
気
が
高
か
っ
た
た
め

で
あ
る
。
湾
岸
戦
争
中
に
フ
セ
イ
ン
が

イ
ス
ラ
エ
ル
に
ロ
ケ
ッ
ト
弾
を
撃
ち
込

ん
だ
と
き
、
人
口
の
大
半
を
占
め
る
ヨ

ル
ダ
ン
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
は
狂
喜
し

た
。

　

だ
が
、
ヨ
ル
ダ
ン
は
、
一
九
九
四
年

に
イ
ス
ラ
エ
ル
と
和
平
協
定
を
締
結
す

る
と
、
経
済
制
裁
下
に
お
か
れ
た
イ
ラ

ク
を
支
援
す
る
よ
り
も
、
親
米
国
家
と

し
て
の
道
を
模
索
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
長
年
に
わ
た
り
イ
ラ
ク
と
密
接
な

関
係
を
維
持
し
て
き
た
ヨ
ル
ダ
ン
が
、

亡
命
の
直
前
に
敵
国
と
な
っ
た
。
だ
か

ら
こ
そ
、
カ
ー
ミ
ル
は
亡
命
先
に
ヨ
ル

ダ
ン
を
選
び
、
ヨ
ル
ダ
ン
国
王
も
亡
命

を
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る
。

●
亡
命
後
の
活
動
と
そ
の
失
敗

　

ヨ
ル
ダ
ン
に
着
い
た
カ
ー
ミ
ル
は
、

ヨ
ル
ダ
ン
王
室
に
政
治
亡
命
を
要
請
し

た
。
こ
れ
は
、
ヨ
ル
ダ
ン
政
府
に
と
っ

て
は
寝
耳
に
水
で
あ
っ
た
。
亡
命
の
事

実
が
知
れ
渡
る
と
、
バ
グ
ダ
ー
ド
は
お

祭
り
騒
ぎ
に
な
っ
た
。
独
裁
者
の
親
族

に
生
じ
た
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
激
し
い
仲

間
割
れ
に
、
人
々
は
興
奮
し
、
祝
杯
を

あ
げ
る
者
ま
で
出
た
（
参
考
文
献
①
）。

対
照
的
に
、
イ
ラ
ク
政
府
は
慌
て
ふ
た

め
い
た
。大
統
領
の
二
人
の
娘
と
共
に
、

大
量
破
壊
兵
器
に
か
か
わ
る
機
密
情
報

が
漏
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、亡
命
直
後
に
は
、カ
ー

ミ
ル
は
世
界
中
の
注
目
の
的
と
な
っ

た
。
亡
命
か
ら
四
日
後
、
彼
は
早
く
も

Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
と
会
談
し
、
フ
セ
イ
ン

政
権
の
国
家
機
密
を
す
べ
て
暴
露
し
た

（
参
考
文
献
③
）。
イ
ラ
ク
政
府
が
国
連

の
査
察
を
掻
い
潜
っ
て
大
量
破
壊
兵
器

を
所
有
し
て
い
る
こ
と
、
実
際
に
破
棄

し
た
の
は
イ
ラ
ク
政
府
が
所
有
す
る
兵

器
の
一
部
で
し
か
な
い
こ
と
、
な
ど
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
に

加
え
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
や
世
界
中
の
メ
デ
ィ
ア

が
彼
の
も
と
を
訪
れ
た
。

　

だ
が
、
そ
れ
も
つ
か
の
間
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
カ
ー
ミ
ル
を
訪
問
す
る
者
は

次
第
に
少
な
く
な
り
、
亡
命
か
ら
半
年

も
経
た
な
い
う
ち
に
、
ほ
と
ん
ど
い
な

く
な
っ
た
。
次
第
に
暇
を
持
て
余
す
よ

う
に
な
っ
た
カ
ー
ミ
ル
一
家
に
対
し

て
、
義
理
の
母
（
つ
ま
り
フ
セ
イ
ン
大

統
領
の
妻
）
か
ら
帰
国
を
促
す
電
話
が

入
っ
た
。
イ
ラ
ク
政
府
は
、
彼
に
対
し

て
、安
全
な
帰
国
を
保
証
す
る
と
い
う
。

そ
れ
な
ら
ば
と
、
一
九
九
六
年
二
月
一

九
日
、
カ
ー
ミ
ル
は
フ
セ
イ
ン
大
統
領

に
帰
国
を
要
請
す
る
正
式
な
書
簡
を

送
っ
た
（
参
考
文
献
①
）。

　

な
ぜ
亡
命
は
八
カ
月
弱
の
短
期
間
で

幕
を
閉
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は

大
き
く
三
つ
の
理
由
が
あ
っ
た
。

　

第
一
に
、亡
命
反
体
制
諸
派
が
、カ
ー

ミ
ル
と
の
協
力
を
拒
否
し
た
た
め
で
あ

る
。
反
体
制
諸
派
に
と
っ
て
、
カ
ー
ミ

ル
は
あ
ま
り
に
長
く
政
権
中
枢
に
い
た

人
物
で
あ
り
、
弾
圧
や
人
権
侵
害
に
加

担
し
過
ぎ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
欧
米

諸
国
と
協
力
体
制
を
構
築
し
始
め
て
い

た
反
体
制
諸
派
に
よ
っ
て
、
カ
ー
ミ
ル

は
無
視
さ
れ
た
。

　

第
二
に
、
カ
ー
ミ
ル
が
当
初
期
待
し

て
い
た
ほ
ど
に
は
、
米
国
を
は
じ
め
と

す
る
国
際
社
会
が
彼
を
重
宝
し
な
か
っ

た
た
め
で
あ
る
。
米
国
は
カ
ー
ミ
ル
を

完
全
に
は
信
用
せ
ず
、
国
連
も
大
量
破

壊
兵
器
に
か
か
わ
る
重
要
な
情
報
を
聞

き
出
し
た
後
は
、
彼
を
そ
れ
以
上
必
要

と
し
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
ヨ
ル
ダ
ン
政
府
が
カ
ー
ミ

ル
を
厄
介
者
扱
い
し
始
め
た
こ
と
で
あ

る
。
当
時
、
イ
ラ
ク
亡
命
反
体
制
諸
派

の
拠
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
ヨ
ル
ダ

ン
に
と
っ
て
も
、
フ
セ
イ
ン
大
統
領
の

実
の
娘
を
抱
え
て
お
く
に
は
、
荷
が
重

す
ぎ
た
。
こ
れ
以
上
イ
ラ
ク
と
の
対
立

を
望
ま
な
か
っ
た
ヨ
ル
ダ
ン
王
室
に
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と
っ
て
、
カ
ー
ミ
ル
は
交
渉
カ
ー
ド
と

い
う
よ
り
は
、
お
荷
物
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
権
力
の
中
枢
に
返
り
咲

く
と
い
う
カ
ー
ミ
ル
の
目
的
は
潰
え

た
。
期
待
ど
お
り
の
扱
い
を
受
け
な

か
っ
た
こ
と
が
、
反
対
に
大
き
な
不
満

を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
で
あ

ろ
う
か
、
非
常
に
理
解
し
難
い
こ
と
だ

が
、
カ
ー
ミ
ル
は
身
の
安
全
を
保
障
す

る
と
い
う
フ
セ
イ
ン
大
統
領
の
言
葉
を

信
じ
、
二
月
二
〇
日
、
イ
ラ
ク
に
帰
国

し
た
。

　

だ
が
、
そ
こ
に
待
ち
受
け
て
い
た
の

は
死
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
か
っ

た
。
二
日
後
、ウ
ダ
イ
の
『
バ
ー
ビ
ル
』

紙
が
大
統
領
の
二
人
の
娘
と
カ
ー
ミ
ル

兄
弟
の
離
婚
を
報
じ
る
と
、
そ
の
日
の

う
ち
に
大
統
領
の
娘
と
孫
を
除
く
カ
ー

ミ
ル
家
の
全
員
が
惨
殺
さ
れ
た
。
惨
殺

の
指
揮
を
執
っ
た
の
は
、
カ
ー
ミ
ル
と

同
じ
マ
ジ
ー
ド
家
の
ア
リ
ー
・
ハ
サ
ン

元
国
防
相
で
あ
っ
た
。
大
統
領
の
娘
は

意
に
反
し
て
ヨ
ル
ダ
ン
に
連
れ
て
行
か

れ
た
、
と
報
道
さ
れ
た
。
い
う
ま
で
も

な
く
、
カ
ー
ミ
ル
に
は
、
フ
セ
イ
ン
政

権
を
裏
切
っ
た
罪
人
と
し
て
む
き
出
し

の
罵
倒
が
浴
び
せ
ら
れ
、
石
油
相
他
す

べ
て
の
公
職
を
解
任
さ
れ
る
と
と
も

に
、
バ
ア
ス
党
を
除
名
さ
れ
た
。

● 

強
化
さ
れ
た
フ
セ
イ
ン
の

支
配
体
制

　

フ
セ
イ
ン
大
統
領
の
後
継
者
と
目
さ

れ
た
男
の
亡
命
。
こ
れ
は
イ
ラ
ク
政
治

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の

だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
と
の
力
関
係

が
一
時
的
に
で
は
あ
る
が
、逆
転
し
た
。

カ
ー
ミ
ル
が
提
供
し
た
情
報
に
よ
っ

て
、
Ｖ
Ｘ
神
経
ガ
ス
な
ど
の
生
物
兵
器

の
開
発
が
予
想
以
上
に
進
展
し
て
い
る

こ
と
、
こ
れ
ま
で
の
査
察
が
巧
妙
に
妨

害
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
知
っ
た
国
連

は
、
そ
れ
以
降
、
査
察
を
完
全
抜
き
打

ち
方
式
に
転
換
し
た
。
そ
の
結
果
、
多

く
の
兵
器
が
発
見
・
破
棄
さ
れ
、
一
時

的
に
国
連
が
優
位
に
立
っ
た
（
参
考
文

献
④
）。
イ
ラ
ク
政
府
は
、
こ
れ
ま
で

の
妨
害
工
作
の
責
任
は
、
他
で
も
な
い

カ
ー
ミ
ル
に
あ
る
と
批
判
し
つ
つ
、
査

察
に
協
力
姿
勢
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　

次
に
、
二
四
年
間
で
最
大
の
危
機
に

瀕
し
て
い
た
フ
セ
イ
ン
政
権
を
立
て
直

す
た
め
に
、二
つ
の
こ
と
が
行
わ
れ
た
。

　

第
一
に
、
フ
セ
イ
ン
政
権
の
正
統
性

を
担
保
す
る
た
め
の
諸
政
策
で
あ
る
。

フ
セ
イ
ン
大
統
領
は
、
一
九
九
五
年
一

〇
月
に
国
民
投
票
を
行
い
、九
九
・
九
％

と
い
う
信
任
を
獲
得
し
た
。
そ
し
て
、

イ
ラ
ク
の
指
導
者
と
し
て
、
フ
セ
イ
ン

大
統
領
を
神
格
化
す
る
動
き
が
急
速
に

進
め
ら
れ
た
。

　

第
二
に
、
親
族
を
中
心
と
す
る
支
配

か
ら
、
バ
ア
ス
党
や
他
の
国
家
機
構
を

も
ち
い
た
制
度
的
な
支
配
体
制
へ
と
、

大
き
く
舵
を
切
っ
た
こ
と
で
あ
る
（
参

考
文
献
⑤
）。
フ
セ
イ
ン
大
統
領
は
、

カ
ー
ミ
ル
の
亡
命
事
件
以
降
、
重
要
ポ

ス
ト
へ
親
族
を
登
用
す
る
こ
と
を
止

め
、
党
幹
部
や
官
僚
機
構
、
そ
し
て
軍

に
よ
る
制
度
的
な
政
治
運
営
を
進
め
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
、
一
九

九
六
年
一
二
月
に
ウ
ダ
イ
が
暗
殺
未
遂

に
遭
い
、
失
権
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

加
速
さ
れ
た
。
他
の
親
族
が
政
権
中
枢

か
ら
排
除
さ
れ
、
後
継
者
が
次
男
の
ク

サ
イ
に
一
本
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
親
族
内
の
抗
争
も
な
く
な
っ
た
。

　

か
く
し
て
カ
ー
ミ
ル
の
亡
命
は
、
親

族
に
過
度
に
依
存
し
た
支
配
体
制
の
負

の
側
面
を
露
呈
さ
せ
る
結
果
と
な
っ

た
。
政
府
高
官
に
起
用
さ
れ
た
親
族
の

あ
い
だ
の
対
立
が
、
フ
セ
イ
ン
政
権
最

大
の
危
機
を
生
み
出
し
た
か
ら
で
あ

る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
フ
セ
イ
ン
大
統
領
を

最
高
指
導
者
と
し
て
神
格
化
し
、
そ
れ

を
支
え
る
党
と
国
家
機
構
の
制
度
的
支

配
が
復
活
し
た
。
そ
の
結
果
、
イ
ラ
ク

政
府
を
震
撼
さ
せ
た
カ
ー
ミ
ル
の
亡
命

は
、
皮
肉
に
も
、
フ
セ
イ
ン
政
権
後
期

の
支
配
を
安
定
さ
せ
る
最
大
の
契
機
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
や
ま
お　

だ
い
／
九
州
大
学
専
任
講
師
）
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